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限界費用との最適霜離を求める形式的設定で Ramsey(1927)， Boiteux (1971) 
の貢献を土台に展開されてきた。 (Baumoland Bradford (1970)， Diamond 
and Mirr lees (1971)， Dasgupta and Stiglitz [1971)， Dixit [1970)， Dretze 
and Marchand [1976)， Bernard [1977))これらの文献においては，公共料
金か，間接税かのいずれか一方のみを分析の対象にしているが，両者を同時に
政府の予算制約に組み込み最適化をはかる場合も最適条件の基本的様式は変わ



















ながることが Pigou[1947Jにより示唆された。これに対して Atkinsonand 


































U'==U'Cu， x¥ v) h=l，ー ，H
Lh:消費者hの供給する生産要素(スカラー〉
計三(x，ヘ ー ，x.勺 消費者hが需要する消費財ベクトノレ
U 公共財の供給本準〈λカヲー 〉
をもっo ここで各変数は.Lh>O， Xh>O， V>Oで定義され，また，au'/auく0，
aU"/oxf>o (i=I， ...， m)， oU"/ov>Oとする130 伎は，予算制約
1) 通常，生E主要素や中間投入財を負で定i主主することが多いが，本摘では，それらの数量は全て正
で扱号。
80 (184) 第 140巻第3.4号
pxh-PLL"=rh h=l，ー ，H (1) 
PL:消費者の直Eする要素価格




に従い，効用極大化する。消費者hの主体的均衡条件 U，'/UL'=P;/PL i= 
1， nを解いて消費財の需要関数および生産要素の供給関数





π 日伊 oU 托 ox.' oL' 
JZLPJすす-pqr=1 25F弓す-PL-o':;， =0 
(2 ) 
i=l， .-. n h=l，・".・，H
H 
が成立する。なお Xf=L: X;hとあらわす。
民間部門は，消費者から要素 uを需要し，消費財 Xr， X".(聞く?のお
よび公共財生産に投入される中間投入財 Yt. Ykを生産する。民間部門は
生産において規模に関する収獲非逓増の特徴をもち，生産制約
U=F(x" ・ ， X".; Yl， ・ "， y，) 
に従い，価格受容者として利潤
伺是
π=I: SiXi+'L: s/)!j-sLLf (3 ) 
':"，1 ;=1 j=l 
SL:民間部門の直面する要素価格
S; 消費財 X; (i=l，…ーー，m) の生産において民間部門が直面す
る生産者価格





aF s， aF 
it=石 i=l， 間 7t=万--;j=l， ・…， k (4) 
により与えられる。
公誌事業部門は，民間部門と同様， 消費者から要素 uを需要L 消費財
X"'+h ，ー ι および公共財生産に投入される巾関投入財 Yk-tb ・ ， y，を生
産する。ただい公益事業部F:は，生産制約
Lg=G(Xm+l， .7:向 Yk+l， ・ ，y，) 
に従い，制度的に与えられる収支制約








Uニ E(y，Lつ Eは準凹関数 (7) 





五(p，-S，).T，+員(q.1-s，;)Y j-qy -LLpe=C (8) 
C 制度的に設定される目標純収入(損失〉額
に服する。中間投入財に対する需要は，所与の水準の公共財 U に対して費用最
小化するような組合せが選ばれるとする U すなわち，費用 qy十tLLeは， (7) 
の制約の下に最小化され，投入財および要素の需要関数
82 (186) 






i=l， ー，1 (9) 
再分配を行う。消費者の提供する要素の需要均衡
L: L'=L'+L'+L' (10) 
に注意し， (1)， (3)， (6)， (8)を考慮すると
?????? ?? ????? ? ? (11) 
を得る。 (11)は，公益事業および間接税収の(目標)純収入または純損失と，
民間部門で生じた利潤が全て家計に配分きれるととを示している。従って，所
得 r の再分配は， (11)を満たす限りにおいてなされる九ここで重要なこと
は，要素の需給均衡式(0)とあわせて消費者，公益事業部門，公共財供給部門









2) Dretze and Marchand (1976)参照。
3) ここで，解D存在.最大化。z階。条件は成り立っと仮定する。また，各制約条件の』全変数
の偏徴時散のベクトルは1次独立でああとする。すなわち，制約想定は満たされているとする。
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H 
Max .1:. AU[Lh(ρ， r¥ V)，"-Xh(p， r". V)， vJlh~O 
1う.r'， q， V ，==1 
h=l， ...， H 
Subject to 
〈α L:PX;+ Z; qjYj-G(Xm+b ..・， X，; Yk+l， ・，y，)=b 
月刊 j=k+l 
(F〉 291Zl E q出 π-F(x" ・，X，: Yi> ・ ， y，)-L'(q， η)=c 
H 
(r) L: L"(p， r¥ V)-F(Xlo ...， X.，.; Yt. ...， Yk) 





!f.， lh{ aUh dLh _'-~ oU" ôX/'\~ 1_ oG ¥ QX JPihuhzr高官石7芳子!+~o~H\Pj一石~!布
r .""1 i!F¥ax， i!nl 十月L町+，~， ¥pj 百五-;!京高」
rι iJUι i!F ox， .; i!G i!x，l ハ
十rLと巧7-A3Z万口町石工万了J=V
!f.， lh{dUh_dV' !~ßUh a伊 h¥ 
，omC!，:).." h'f， .1' ¥百万;一+JEB丈，.-可:;! 
十α(ZE1=弘(ゎ-~;，)な]十月[主 (P3-35)昔←む
r J!， au g!， i!F i!x， ;c， i!G i!x， l+rL~，万;-EEL 百五:一五五7京J=
，1i!U' i!L' 句 i!U' iJx;' ¥ ， _.;， 1. iJG ¥ iJx;' h_~r.:) H "¥百L'百戸+El可制刊ふ¥p;一百五!
vi!-;'~ 
4) bとcの値如何によっては， αと戸は員の値もとり得る。 ここでは α，s孟Oのように bとc
が与えられているとする。











r:. oF ov， .!-， oC o、1，oUl -rL五百五詰十五1司子J詰+石J=O
J!〉tα[ぁ+ふ(qj-t~)昔]























I "H， dLh . "!， dF dXi .j， BF O_Vi -:， oC OXi + rlムE-A百五百-E8577一ふ耳石
よ oCoyj OU1_n 
A巧7瓦石」 υ
これらの条件を整理する。まず，消費者の主体的均衡条件と (2)，および民
間部門の利潤は亜大化条件(4)を用い.(p，) (i=l，・ ， n)と〈内 (h=l，
H)古、ら
dC¥耳手ðx;十〔α十 r~=~+I ~pj 百五周「
"-I 8F¥n伊 oi+(件 r)j~¥Pj 百五)京 FdJ=0 
i=l，・4 ・ ，m のとき d=β
(12) 




品手 ax~h 月伊 .h a手 !. a手h
方子=万7+zf1芥「ヰアE本ト
h=l， ー H i， j=l， ・，n
。正 Bπ 旦 Bπ1





結果は，すでに Hagcn(1979]， Atkinson and Stigl山[19自のにおいて得ら
れている。 (2)を公共料金 (i=閉十1， ・ . ~のについてかきか去ると
1. aG¥O.1ト /a手あ=百五一五芋y-ai つ=~+1 \PJ一石~)百五十/区
志向
B十 γ '"' i. dF ¥ o多 /日み f)~ /8x α十7zElFE E王~) ~区/百五c+戸可~/言語'-ロ)














一一」と~ーニτ了+ z.=m+l. p; a+r ij (13) 
dF 1 1 
p，-，!.T τ十五7
p， s干子工工 i=l，・ ，m (14) 
-ß- ---，~ 



















5) 類似の結果は Atkinsonand Stiglitz [1980Jにおいて得られている。





i. aG ¥ iJ伊， '" i. iJF ¥ iJx，' ， ^ iJπ 
r〈α+r:ふい-iJx，)す一(;9+7)，~， ¥P.-羽詰+β百戸
川叫=弘(p，一号)事一〔戸+7拾いd-fE)客五ZE
h， h'=l， ・ ，H
を得る。(16)の左辺は，限界所得移転による個人hと h'の「再分配ウェイト















6) Dretze (lud Marchand. op. cit.， p.71 
7) ここで0補助金は 正，負，ゼロ円L、ずれの値もとり得るとする固













'-，日、 av¥L: I q;云テ+ョー )=0 i=l， 
J司、 aq， oqi I 
を用いて変形すると




~ oF¥f!，;.，.，.j， aG¥o，; ^ò~ 
(月十r〉jEqJ一百五j古 +(α+r)ぶl(q，-布)苛 β可'-=-(α十月)y;
i=k+l，ー ， / 
を得る。(17)において， α =ß=O， あるいは α =ß かっ ò~/aq， =O(i=l ， ・




q;=ヨ i=l， ，ー k qj=~て i=kl-1 ， "''， / (18) -.7' ~，)' i 
8) 本間正明(1982)参照治
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なる結果が得られる。すなわち，中間投入財は全て限界費用価格で供給するべ
きである。

















られる。もし，注10)の W(b，c)が (b，c)の準凹数であるならば， α>戸の
とき，公益事業部門へ配分される補助金は，社会的厚生の観点から相対的に過
小であり，公共財供給部円へ配分される補助金は相対的に過大である由。 α<
の つまり! 各部門に損失をゆるすとするなら Cb，巴くの，一括固定額税による損失補担額すなわ
ら補助金の割り当 Cは b， -cであらわ苫札る。ただし，政府の設定する目標額といっても!
制度的に与える額であるのでモデルにおし、てはあくまで外生である。
M 
10〕 W=EPUhとし， W~JCb， 0) とかく。 δW/δb~ ーα， àW/àc~-ß であり， また， b+c= 
一定町制拍の下で W(b.c) ;y.最大イkすれば ーα=θW/θb~àw;ac~-ß が得られる。
1) aw/ab~aW;ao~O だから bとcは「最善」の解を達成Fるi直に設定されてし品。
12) Wが準凹関数ならば，等厚生山県は次回のようにかける。 α ~ß，ヒなる (b，のの車跡を境ノ
90 (194) 第 140巻第3.4号
点のときは全〈逆のことが成立する。ここで限界利潤は無視し得るものと仮定




て代替財または独立財であるときを考える。もし， α>ß(~O) ならばs 方程
式体系(17)の解は非負になる山。すなわち，
DF _ ^ . ， DC 
qz B372=oz=I， Fj qE B3zzzot=h+l，・，1 (19) 








、にし亡 a>，8とα〈戸田領域に分かれ』 α>sの領域では， b十c=cc回し由直線に沿って補防
金主公共財供給部門から移転することにより社会的厚生が両くなる。 αく:sは逆り事転が社会的
厚生を高める。
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i!F ¥ Cs十r)(q，+，一方士プー)、 VY.+1 / 




-E。Y示'- … ， 克ay，子' ヲi!y面兵子2 ・・， 可83J2 
企oq匹Lfa---' -EaqLzH' 主B白主Hi". 企Bqr+Li 
生L














































u三 i=k+l，. .= oy， 
(22) 
(23) 
14) (oy，/oq.)の第 l行と第i列D全ての成分の符号をかえても， それによって得られる行列の主
座小行列式は.(oy，/δq，)の主座小行列式と(符号を含めて〕同じ値をとる。 そして.(21)町係
数行列抗同じ番号町行と列について併号脅かえる操作をぐり返すことにより得られることを
考えれば，やはりこれの主座小行列式も CaYJjaqj) の主座小行列式と同じ値をとる。 これから
COYJ/oq，)が負値定符号であれば， (20)， (21)の係数行列も負倍定帯号であるのは明らかである，
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が成立する。いずれも，i=k+l， • tのうちで少くとも 1つは不等号が成
のときは，逆向きの不等号が(22)と(23)において成立す立する。また， αくF
ることは明らかである。この 2つの例は，公共投入サービスの価格と限界費用
















r !l，.". "" f . oF ¥ ox 
MC"=s午子五，v'+，;:，(Pι- (j討す
川よv ム iJG 、o.r α--8 !-. I お戸、 aのヴ北~~+，lp，百討すサザz玉L11qz 副首
を得る。ただし，
~ oF ov 
MCu=51可;詰ι
Vh= -Uv" /ULh 





位。x， !i. _L OX/' 
£=芸子+:1:'V''';、'~i=l， n 









が成立し. (24) は Samuel~on の条件に帰することが容易に確認されるの (25)





Pigou [1947]'"により指摘され，その後. Diamond and Mirrlees [l971J. 
Dasgupta and Stiglitz [1971]， Atkinson and Stern [1974). さらに King







15) 日gou11947J p. 33~34 
lめ (2)の観点、では， Atkinson and Stern (1974)，あるいは， Atkinson and Stig1itz (1980Jが
厳密に分析している。
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系での「伝統的ノレール」の採用は，間接税賦課による資源配分の「間接的損害
(indirect damage) Jを無視しているので，真の便益を過大評価し，従って公
















尺度がどのように改定されるか見てみようlB'0 (24)において α，s， r>Oであ
17) Atkinson and Stern [1974Jによれば， (1)課税される民間消費財が，公共財と粗補完性を示
す場合， (2)家計。~j究所得白卜昇が租税の純取を減らす場合に Pigou とは過のケース日生じ
得るとLた。また， King (1985)は，公共財供給白最遁条件を，最適間接税の Ramseyル ル
























るとしよう (ay.;ゐ>0i=l，・ ， n)。この項の符号は，一般にほ， α とF
の大小関係と各投入財の価格と限界費用の訴離の様々な組合せによりいずれの
場合にもなり得る。ここでは， IV節の状況Cが成立しているとしよう o このと
き，公益事業部門と公共財供給部門の聞で最適な補助金配分がなされず，後者
に相対的に過大な補助金が配分されるならば〔α〉戸)，公共料金(公共投入サ
ーピ只の価格)は限界費用主下回らず (q，孟aG/ay;i二 k十1， ・ 1)，少くと
¥なるものである。
19) ここではz代替効果のみを考えた代替性補完怯による効果であ司て， Diamond and Mirrlees 
やAtkinsonand Sternらの担代替性粗補完性による効果とは異なる。これは，我々 自モデル
亡所得D再分配が最適になされるためであるo
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